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■

条　

例

○
伊
達
市
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

地
域
再
生
法
の
認
定
を
受
け
、
地

域
再
生
計
画
に
定
め
ら
れ
た
地
方
活

力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
不
均
一
課
税
に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
ま
し
た
。

○
伊
達
市
税
特
別
措
置
条
例
等
の
一

部
改
正

　

国
の
省
令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
課
税
免
除
の
適
用
期
限
を
延

長
す
る
た
め
、
改
正
し
ま
し
た
。

○
伊
達
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税

額
に
係
る
課
税
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
金
額
の

引
き
上
げ
等
を
行
う
た
め
、
改
正
し

ま
し
た
。

○
伊
達
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　

児
童
及
び
学
級
数
が
減
少
し
て
い

る
複
式
学
級
の
あ
る
梁
川
地
域
の
小

規
模
小
学
校
に
つ
い
て
、
平
成
29
年

４
月
１
日
よ
り
梁
川
小
学
校
に
統
合

す
る
た
め
、
改
正
し
ま
し
た
。

■

補
正
予
算

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
億
２
５
１
９
万
６
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
３
３
４
億
６
３
１

９
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
ス

ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
金
等
の
国
庫
支

出
金
４
０
７
７
万
９
千
円
、
除
染
対

策
事
業
交
付
金
等
の
県
支
出
金
４
４

５
４
万
６
千
円
、
財
政
調
整
基
金
の

繰
入
金
３
９
８
２
万
６
千
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
放
射
能
対

策
事
業
と
し
て
、
中
間
貯
蔵
施
設
へ

の
搬
出
に
要
す
る
費
用
と
し
て
除
染

対
策
事
業
３
３
０
０
万
円
、
伊
達
な

出
向
く
事
業
や
伊
達
な
ア
ニ
メ
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
を
実
施
す
る
観
光
物
産

復
興
支
援
事
業
６
１
８
万
２
千
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
事
業
で
は
、
健
幸
ポ
イ

ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
経
費
と
し

て
健
幸
都
市
推
進
事
業
２
６
９
８
万

２
千
円
、
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
接
続
等
に
要
す

る
費
用
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
管
理
事
業
１
６
６
４
万
６
千

円
、
児
童
扶
養
手
当
法
等
の
制
度
改

正
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

と
し
て
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
事

業
７
３
９
万
８
千
円
、
歴
史
ア
ニ
メ

「
政
宗
ダ
テ
ニ
ク
ル
」
を
活
用
し
た

情
報
発
信
事
業
に
よ
り
誘
客
を
図
る

観
光
誘
客
促
進
事
業
５
２
０
万
７
千

円
な
ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
伊
達
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

９
９
４
４
万
２
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
83
億
１
９
２
１
万
４
千

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
国
・
県
支
出

金
、
そ
の
他
交
付
金
等
の
歳
入
見
込

額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
減
額
、
繰
越
金
を
増

額
し
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
に
伴
う
総
務
費
の
増
額
、
保

険
給
付
費
の
減
額
、
支
援
金
、
納
付

金
及
び
拠
出
金
等
の
額
確
定
に
よ
る

補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■

そ
の
他

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
、
上
保
原

小
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
建

築
主
体
工
事
の
請
負
契
約
締
結
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

契
約
相
手
方

　
　

株
式
会
社
松
浦
建
工
所　

　

契
約
金
額

　
　

２
億
９
１
６
０
万
円

■

人　

事

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
２
財
産
区
管

理
会
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

耐震補強・改修を行う上保原小学校
工期は平成30年１月31日まで
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○
伊
達
市
大
字
掛
田
財
産
区
管
理
会

委
員
の
選
任
同
意

　

岡
崎　

勝
弘
さ
ん

　

大
橋　

亮
治
さ
ん

　

安
田　

博
壽
さ
ん

　

引
地　

秀
樹
さ
ん

　

髙
野　

栄
喜
さ
ん

　

渡
邉　

賢
典
さ
ん

　

岡
﨑　

和
典
さ
ん

○
伊
達
市
大
石
財
産
区
管
理
会
委
員

の
選
任
同
意

　

大
橋　

庄
信
さ
ん

　

大
橋　

清
美
さ
ん

　

大
橋　

喜
一
さ
ん

　

大
友　

利
男
さ
ん

　

菅
野　

保
男
さ
ん

　

齋
藤　

安
夫
さ
ん

　

大
橋　

了
生
さ
ん

■

委
員
会
発
議
（
意
見
書
）

　

６
月
定
例
会
で
可
決
し
た
次
の
意

見
書
を
関
係
大
臣
等
に
送
付
し
ま
し

た
。

○
「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事

業
交
付
金
」
に
よ
る
十
分
な
就
学
支

援
を
要
請
す
る
意
見
書

○
拙
速
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
国
会
承
認
に
反

対
し
、
徹
底
審
議
と
情
報
公
開
を
求

め
る
意
見
書
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日
本
の
労
働
者
の
４

　
　
　

人
に
１
人
が
年
収
２
０

０
万
円
以
下
で
す
。
こ
れ
は
民

間
企
業
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
官
公
庁
に
お
い
て
も
し
か

り
で
、
東
京
都
墨
田
区
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
員
は
、
非

正
規
が
６
割
、
正
職
員
は
４
割

し
か
い
ま
せ
ん
。
伊
達
市
に
お

け
る
正
職
員
と
非
正
規
職
員
の

人
数
と
賃
金
を
一
般
職
と
専
門

職
に
分
け
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　

本
年
４
月
１
日
現

　
　
　

在
、
正
職
員
が
５
２
３

人
、
臨
時
嘱
託
職
員
は
３
７
５

人
で
す
。
臨
時
嘱
託
職
員
は
多

様
な
任
用
形
態
を
と
っ
て
お

り
、
正
職
員
と
同
様
に
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
は
１
２
３
人
で
す
。

臨
時
職
員
は
一
般
事
務
補
助
に

従
事
す
る
事
で
任
用
し
て
お

り
、
日
額
７
１
０
０
円
で
、
月

22
日
勤
務
す
る
と
15
万
６
２
０

０
円
。
嘱
託
職
員
は
専
門
的
な

業
務
で
、
特
別
支
援
介
助
員
な
ど
資

格
を
有
し
な
く
て
も
従
事
で
き
る
人

は
月
額
14
万
８
７
０
０
円
、保
育
士
・

幼
稚
園
の
教
諭
等
は
月
額
16
万
１
７

０
０
円
で
す
。
更
に
、
保
健
士
・
栄

養
士
等
は
20
万
１
４
０
０
円
で
す
。

賃
金
に
つ
い
て
は
正
職
員
の
給
与
改

定
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
同
様
の

改
定
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
期
末

手
当
は
支
給
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
交

通
費
、
超
過
勤
務
手
当
は
正
職
員
の

例
に
準
じ
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

非
正
規
職
員
の
社
会
保
険

　
　
　

の
有
無
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

　
　
　
　

現
在
は
２
０
４
人
約
５
割

　
　
　

５
分
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

本
年
10
月
か
ら
は
加
入
条
件
が
見
直

さ
れ
て
、
月
額
８
万
８
０
０
０
円
以

上
、
週
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
、

更
に
、
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
る
場
合
に
は
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
試
算
す
る
と
、
９
割
を
超
え

る
加
入
率
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

非
正
規
職
員
の
賃
金
引
き

　
　
　

上
げ
と
労
働
条
件
改
善
の
具

体
策
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　

賃
金
は
正
職
員
の
給
与
改

　
　
　

定
に
合
わ
せ
て
見
直
し
、
福

利
厚
生
面
で
も
改
善
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■伊達市の非正規職員数は４割強です！

丹治千代子 議員

　
　
　
　

働
く
環
境
の
男
女
差

　
　
　

を
な
く
し
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
、
市
の

取
り
組
み
、
今
後
の
方
針
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

本
年
４
月
１
日
現

　
　
　

在
、
課
長
以
上
の
管
理

職
72
名
中
、女
性
課
長
職
10
名
、

13
・
９
％
の
割
合
で
す
。
平
成

32
年
ま
で
に
20
％
を
目
指
し
ま

す
。
全
て
の
職
員
が
性
別
に
関

係
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を
最

大
限
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ

　
　
　

ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、
忘
れ
る
暇
も
な
く
私
た
ち

の
生
活
を
脅
か
し
て
お
り
ま

す
。
想
定
外
を
想
定
し
た
災
害

対
策
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
よ
り
専
門
的
な
部

署
の
設
立
、
人
材
の
養
成
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
今
後
と
も
考
え
る
べ
き

課
題
と
思
い
ま
す
。
直
ち
に
新
し
い

部
署
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
中
で
要
員
を
増
強
す
る
こ
と

な
ど
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

復
興
に
向
け
い
ち
早
く
取

　
　
　

り
組
ん
だ
除
染
が
、
一
体
ど

う
し
て
期
待
が
失
望
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
２
年
５
カ
月
前
の
選

挙
戦
時
、
仁
志
田
市
長
は
、「
Ｃ
エ

リ
ア
も
除
染
し
て
復
興
を
加
速
、
市

民
目
線
に
立
ち
、
市
民
が
安
心
で
き

る
除
染
を
行
い
ま
す
。」「
皆
様
を
目

指
す
と
こ
ろ
に
お
連
れ
す
る
の
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
」
と
も
、
選
挙
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
私
た
ち
市
民
は
、
Ｃ
エ
リ
ア
も

Ａ
、
Ｂ
エ
リ
ア
同
様
に
除
染
が
進
め

ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
し

た
。
な
ぜ
選
挙
戦
時
に
語
ら
れ
た
こ

と
が
、
実
行
さ
れ
な
い
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

選
挙
に
絡
ん
で
ど
う
こ
う

　
　
　

と
い
う
議
論
で
す
が
、
放
射

能
対
策
は
、
安
全
か
安
心
か
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
全
面
除
染
は
必
要
な

く
、
私
は
全
面
除
染
を
や
る
と
は

言
っ
て
お
ら
ず
、
今
ま
で
の
施
策
は

非
難
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■女性管理職の登用

中村　正明 議員

危
機
管
理

あ
の
日
、あ
の
時
、語
ら
れ
た
こ
と
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県
は
放
射
性
物
質
吸

　
　
　

収
抑
制
対
策
と
し
て
牧

草
地
へ
の
塩
化
カ
リ
施
肥
を
推

進
し
た
結
果
、
カ
リ
過
剰
の
牧

草
給
餌
に
よ
り
、
低
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
血
症
に
な
り
牛
が
死
亡
す

る
事
故
が
起
き
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
、
県
北
家
畜
保

健
衛
生
所
か
ら
報
告
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
に
お
け
る
同
事
故

の
把
握
は
で
き
て
い
た
の
か
を

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
に
お
い
て
は

　
　
　

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
後
の
調
査
で
、
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
牛
の
死
亡
事

故
を
２
件
確
認
、
平
成
27
年
11

頭
、
平
成
28
年
３
頭
死
亡
の
聞

き
取
り
を
し
ま
し
た
が
、
カ
リ

過
剰
か
の
確
認
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

　
　
　
　

牧
草
の
成
分
分
析
調

　
　
　

査
が
必
要
で
あ
り
、
潜

在
的
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
牛
の

低
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
血
症
群
の
存

在
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
調
査
す

る
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
後
、伊
達
農
業
普
及
所
、

　
　
　

県
北
家
畜
保
健
衛
生
所
な
ど

の
専
門
機
関
と
相
談
、指
導
を
受
け
、

調
査
対
応
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

県
と
連
携
し
て
、
早
期
に

　
　
　

対
策
支
援
を
進
め
て
ほ
し
い

し
、
牧
草
圃
場
回
復
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

牧
草
地
の
調
査
方
法
、
圃

　
　
　

場
回
復
方
法
を
含
め
て
専
門

的
な
見
地
か
ら
総
合
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
、
今
後
専
門
機
関
か
ら
の

対
策
の
必
要
性
、
指
導
を
受
け
な
が

ら
畜
産
農
家
の
対
応
を
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

鎮
火
ま
で
３
日
間
、
38
・

　
　
　

２
㏊
の
焼
失
面
積
、
徳
が
森

火
災
現
場
の
消
防
団
へ
の
飲
料
水
、

食
糧
の
供
給
対
応
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　

 

現
地
対
策
本
部
か
ら
実
際

　
　
　

の
消
防
団
員
な
ど
へ
の
供
給

の
指
示
、
運
搬
に
遅
れ
が
生
じ
、
今

回
の
反
省
点
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

避
難
所
開
設
と
同
時
に
職

　
　
　

員
を
配
置
し
て
、
避
難
住
民

へ
の
支
援
を
す
べ
き
と
思
う
が
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
後
、
避
難
者
が
安
心
で

　
　
　

き
る
よ
う
に
避
難
所
開
設
職

員
と
運
営
職
員
の
円
滑
な
引
継
ぎ
等

を
行
い
ま
す
。

■高カリ牧草に起因する牛死亡事故を問う

佐藤　清壽 議員

　
　
　
　

合
併
よ
り
10
年
を
ふ

　
　
　

り
か
え
り
５
町
合
併
の

検
証
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
の
合
併
は
５

　
　
　

つ
の
町
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
大
同
団
結

を
し
、
各
総
合
支
所
を
置
き
出

発
し
ま
し
た
。
今
後
も
効
率

化
、
財
政
健
全
化
を
進
め
、
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
け

新
た
な
出
発
を
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　
　
　
　

少
子
高
齢
社
会
へ
の

　
　
　

対
応
等
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

高
齢
化
社
会
に
対
し

　
　
　

て
は
「
健
幸
都
市
」
の

推
進
と
建
設
、
各
町
旧
来
よ
り

の
延
長
線
上
を
さ
ら
に
強
化
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
域
創
生
計
画
を
進
め
る
中
で
何
と

か
人
口
減
少
を
少
な
く
し
、
若
者
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア(

※)

な
ど
の
誘

導
策
を
図
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

　
　
　
　

６
つ
の
柱
、
30
の
実
行
の

　
　
　

検
証
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
掲

　
　
　

げ
て
市
長
に
な
る
こ
と
が
行

政
に
な
じ
ん
で
き
て
お
り
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
見
て
具
体
的
な
施
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
評
価
は
状
況
等
の
変
化
も
あ
り

ま
す
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
の
ど
う

い
う
も
の
が
ど
れ
だ
け
、
実
現
で
き

た
か
と
い
う
こ
と
は
実
務
的
に
は

や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
第
三
者
委
員

会
な
ど
に
よ
る
評
価
大
会
な
ど
を
や

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■「伊達市合併10年の検証」について

菅野與志昭 議員

「
徳
が
森
」大
規
模

　
　
　

山
林
火
災
の
対
応
状
況

伊
達
市
の
次
の

　
　
　

10
年
を
考
え
る

仁
志
田
市
長

　
　
　

３
期
目
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

※【アクティブシニア】趣味等の活動に意欲的な元気なシニア層
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生
涯
活
躍
の
ま
ち（
伊

　
　
　

達
市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ(

※)

）

推
進
事
業
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

生
涯
活
躍
の
ま
ち
推

　
　
　

進
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
継
続
的
な
ケ
ア
つ
き
退
職

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
伊
達
市
に

整
備
し
、
首
都
圏
等
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
に
移
住
し
て
も

ら
い
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出

し
な
が
ら
、
関
係
す
る
事
業
も

実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用

を
創
出
す
る
と
い
っ
た
総
合
的

な
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

地
域
創
生
戦
略
事

　
　
　

業
、
産
官
民
連
携
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
設
立
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
で
は
、
中
心
市
街

　
　
　

地
の
魅
力
の
向
上
を
図
り
、

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と

い
っ
た
方
向
で
設
立
を
検
討
し
て
お

り
、
地
方
創
生
の
考
え
方
の
原
則
に

基
づ
き
、
し
っ
か
り
収
益
を
伴
っ
て

将
来
に
わ
た
っ
て
自
立
運
営
が
で
き

る
と
い
う
事
を
軸
に
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
て
、
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
株
式
会

社
と
し
、
市
か
ら
の
出
資
と
民
間
主

導
で
関
係
の
商
工
会
、
商
業
関
係

者
、
さ
ら
に
地
域
の
住
民
の
方
か
ら

も
出
資
を
募
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
実
現
可
能

性
も
見
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ(

※)

等
か
ら
も
資
金
を
集
め

る
方
法
も
模
索
し
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
お
金
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
回
の
ま
ち
づ
く
り
会
社

　
　
　

の
設
立
が
、
な
ぜ
旧
伊
達
町

な
の
か
、
今
後
他
の
町
に
も
設
立
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま

　
　
　

す
が
、
旧
伊
達
町
以
外
に
は

振
興
公
社
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
特

に
伊
達
地
区
に
は
具
体
的
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
多
く
、
ま
ち
お
こ
し

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

■地方創生加速化事業への取り組みは！

菊地　邦夫 議員

　
　
　
　

原
発
事
故
か
ら
５
年

　
　
　

が
過
ぎ
、
空
間
線
量
毎

時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
を
下
回
る
所
も
多
く
な
っ
た

が
、
伊
達
市
除
染
実
施
計
画
の

目
標
を
考
慮
す
れ
ば
、
Ｃ
エ
リ

ア
の
面
的
・
局
所
的
な
除
染
は

ま
だ
必
要
で
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

　
　
　
　

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ

　
　
　

ル
ト
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
個
人

線
量
計
な
ど
を
活
用
し
、
そ
の

目
標
に
向
か
っ
て
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　

６
月
６
日
公
表
の
県

　
　
　

民
健
康
調
査
で
子
ど
も

の
甲
状
腺
が
ん
は
、
14
人
増
え

30
人
で
、
伊
達
市
の
子
ど
も
７

人
も
含
ま
れ
て
い
る
。ヨ
ウ
素
・

セ
シ
ウ
ム
等
の
放
射
性
物
質

が
、
非
常
に
多
く
伊
達
市
に
降

り
注
い
だ
証
明
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
除
染
で
は

な
く
、
空
間
線
量
毎
時
０
・
23
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て
い
る
所

は
、
面
的
・
局
所
的
な
Ｃ
エ
リ
ア
除

染
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
問
う
。

　
　
　
　

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
と

　
　
　

セ
シ
ウ
ム
は
特
に
関
係
な
い

と
認
識
し
て
お
り
、
健
康
管
理
も
含

め
、
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目

標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

環
境
省
の
除
染
等
の
措
置

　
　
　

に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
定
義
は
、
放
射

性
物
質
が
濃
集
し
や
す
い
窪
み
や
水

た
ま
り
等
と
さ
れ
て
い
る
。
地
表
面

１
㎝
で
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

上
と
い
う
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
基
準
で

は
な
く
、本
来
の
空
間
線
量
毎
時
０
・

23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る

場
所
は
除
染
す
る
べ
き
で
あ
る
。
リ

ス
ク
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン(

※)

も
、

０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
た
所
を
除
染
し
た
こ
と
が
前
提
に

な
る
。
東
京
電
力
に
事
故
の
責
任
を

き
ち
ん
と
取
ら
せ
る
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染
基
準

を
変
え
、
Ｃ
エ
リ
ア
除
染
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

　
　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
ホ
ッ
ト

　
　
　

ス
ポ
ッ
ト
の
基
準
を
変
え
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

■放射能汚染に関わる諸問題について問う

近藤　眞一 議員

ま
ち
づ
く
り
会
社
に
つ
い
て

※【リスクコミュニケーション】　情報を共有してリスクの低減に取り組むこと

※【CCRC】Continuing Care Retirement Community の略。継続的なケアつき退職者の共同体
※【クラウドファンディング】インターネットを介して投資などにより資金を調達する仕組み
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昨
年
１
月
、
文
科
省

　
　
　

か
ら
小
中
学
校
適
正
規

模
、
適
正
配
置
に
つ
い
て
各
自

治
体
に
通
達
が
あ
り
、
伊
達
市

教
育
委
員
会
か
ら
は
昨
年
11
月

よ
り
梁
川
地
域
白
根
、山
舟
生
、

富
野
、
五
十
沢
、
大
枝
各
小
学

校
の
保
護
者
に
３
回
程
度
、
自

治
組
織
に
は
２
、
３
回
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
本
年
５
月
初
め

ま
で
わ
ず
か
６
カ
月
の
間
に
統

合
の
合
意
に
至
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

梁
川
地
域
に
つ
い
て

　
　
　

は
昨
年
10
月
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
15
回
、
自
治
組
織
に
10
回

説
明
会
を
実
施
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お

い
て
平
成
29
年
４
月
の
統
合
を

望
む
組
織
も
あ
り
、
そ
の
後
自

治
組
織
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

意
向
な
ど
を
尊
重
し
な
が
ら
統

合
の
合
意
を
得
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

　
　
　

は
、
東
京
圏
を
は
じ
め
と
す

る
高
齢
者
が
、
自
ら
希
望
に
応
じ
て

地
方
に
移
り
住
み
、
地
域
社
会
に
お

い
て
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を

送
る
と
と
も
に
、
医
療
、
介
護
が
必

要
な
時
に
は
継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

伊
達
市
版
の
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
方
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

本
年
度
は
基
本
的
構
想
の

　
　
　

策
定
を
目
指
し
て
お
り
、
伊

達
市
の
特
徴
を
し
っ
か
り
出
し
て
他

に
な
い
も
の
が
で
き
る
か
に
つ
い
て

有
識
者
の
意
見
、
市
民
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
伺

　
　
　

い
ま
す
。

　
　
　
　

件
数
は
、
１
戸
建
て
が
８

　
　
　

０
８
戸
、
住
む
の
に
支
障
が

な
い
の
が
２
６
７
戸
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
申
込
が
18
件
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
基

に
、
全
国
へ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物

件
に
対
し
て
、
改
修
補
助
制
度
と
し

て
１
件
当
た
り
50
万
円
を
限
度
と
し

て
３
件
分
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

■伊達市立小中学校適正規模、適正配置について

八巻　善一 議員

　
　
　
　

伊
達
市
で
は
、
保
原

　
　
　

総
合
公
園
の
６
㏊
の
拡

張
事
業
が
進
め
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
進
め
ら
れ
て
い

る
事
業
は
用
地
買
収
、
実
施
設

計
、
造
成
工
事
が
予
算
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状

況
と
多
目
的
広
場
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
運
動
施
設
と
し
て

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

保
原
総
合
公
園
の
拡

　
　
　

張
整
備
事
業
で
は
駐
車

場
、
多
目
的
広
場
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
等
の
整
備
を
計
画
し
て
現

在
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
の
拡
張
区
域
に
つ
い
て
は
、

臨
時
駐
車
場
と
兼
用
で
整
備
を

計
画
し
て
い
る
多
目
的
広
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

で
使
用
を
制
限
し
て
い
る
サ
ッ

カ
ー
競
技
の
よ
う
な
も
の
が
で

き
る
仕
様
で
整
備
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

サ
ッ
カ
ー
競
技
と
い
う
こ

　
　
　

と
は
ス
パ
イ
ク
を
使
用
す
る

競
技
が
で
き
る
と
い
う
認
識
で
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
や
ラ
グ
ビ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス

ト
の
設
置
も
併
せ
て
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

今
ま
で
使
用
を
制
限
し
て

　
　
　

い
た
ス
パ
イ
ク
等
を
使
用
す

る
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
競

技
が
で
き
る
仕
様
で
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
人
工
芝
や
ク
レ
ー
な
ど

経
費
の
面
を
考
慮
し
検
討
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー

ル
や
ラ
グ
ビ
ー
の
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
ま
だ
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
進
め
て
い
る

設
計
が
来
年
２
月
ま
で
の
工
期
で
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■これからの保原総合公園

佐々木　彰 議員

生
涯
活
躍
の
ま
ち（
伊
達
市
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
）推
進
事
業
に
つ
い
て
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Ａ
Ｂ
エ
リ
ア
は
、
生

　
　
　

活
圏
で
も
放
射
線
量
が

高
い
と
こ
ろ
が
ま
だ
ま
だ
存
在

す
る
た
め
、
き
ち
ん
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
再
除
染
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
議
会
は
市
長
に
対
し
Ｃ
エ

リ
ア
の
除
染
に
つ
い
て
申
し
入

れ
を
行
い
、
本
年
２
月
、
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
住
宅
除
染
を

希
望
し
た
世
帯
の
対
応
を
優
先

し
て
実
施
し
て
欲
し
い
と
い
う

申
し
入
れ
に
対
し
、
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
除
染
で
の
対
応
を
説
明

し
て
い
る
と
の
回
答
で
し
た
。

除
染
を
せ
ず
説
明
に
と
ど
め
た

根
拠
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

除
染
実
施
計
画
に
基

　
　
　

づ
き
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ

ト
除
染
を
実
施
し
、
そ
れ
で
も

不
安
な
方
に
は
、
科
学
的
根
拠

等
を
説
明
し
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

除
染
で
対
応
し
ま
し
た
。

　
　
　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
除
染
を
希

　
　
　

望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

説
明
の
み
で
終
了
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
な
ぜ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

の
か
。
そ
の
目
的
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

 

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染
を

　
　
　

実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
心
配
と
い
う
声
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
部
分
が
不
安
か
把
握
す
る
た
め

実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　

 

市
は
、
回
答
が
な
か
っ
た

　
　
　

７
割
の
方
に
つ
い
て
も
理
解

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　
　

 

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染
を

　
　
　

実
施
し
て
良
か
っ
た
と
い
う

方
が
多
く
、
そ
れ
で
も
不
安
な
方
々

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
の
方
か
ら
は

理
解
が
得
ら
れ
た
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
　
　

 

理
解
し
て
い
る
方
が
多
い

　
　
　

と
す
れ
ば
、
な
ぜ
除
染
を
要

望
す
る
請
願
や
陳
情
が
地
区
の
会
長

さ
ん
達
か
ら
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
、判
断
を
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　

 

議
会
の
趣
旨
採
択
を
尊
重

　
　
　

し
、
市
民
が
納
得
で
き
る
よ

う
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

■ＡＢエリアの再除染、Ｃエリアの除染は

高橋　一由 議員

　
　
　
　

小
国
地
区
で
は
、
農

　
　
　

家
の
女
性
が
除
染
さ
れ

な
い
田
で
米
を
作
る
悲
哀
を
訴

え
た
り
、
子
ど
も
た
ち
は
沼
で

魚
釣
り
が
で
き
ず
、
放
射
能
が

降
る
前
の
元
の
生
活
に
戻
っ
て

い
ま
せ
ん
。
１
人
ひ
と
り
の
安

心
・
安
全
な
気
持
ち
は
違
う
と

思
い
ま
す
が
、
他
の
自
治
体
で

は
道
路
の
両
側
、
山
、
た
め
池

も
除
染
し
ま
す
。
こ
の
状
況
で

嫌
な
ら
出
て
行
け
と
か
、
我
慢

し
ろ
と
言
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
市
で
は
住
民
の
意
見
や

気
持
ち
に
配
慮
し
た
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
か
？
元
の
環
境
に
戻
る

施
策
を
ぜ
ひ
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　
　
　
　

リ
ス
ク
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
１
人
ひ
と
り
の
気

持
ち
が
違
う
と
感
じ
て
い
ま

す
。
限
界
は
あ
る
の
で
す
が
、

１
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
と
の
考
え
は
あ
り
ま

す
。
全
部
は
無
理
で
も
改
善
は
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
前

　
　
　

向
き
に
取
り
組
む
と
の
答
弁

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
４
月

か
ら
の
実
績
と
具
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

４
月
か
ら
の
前
年
度
と
の

　
　
　

比
較
で
す
が
、
５
月
31
日
現

在
で
、
納
税
者
の
件
数
は
５
・
９
％
、

納
税
額
で
は
31
・
６
％
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て

は
、
９
月
か
ら
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
の
導
入
と
、
来
年
１
月
か
ら

返
礼
品
の
大
幅
見
直
し
を
行
う
予
定

で
す
。

　
　
　
　

道
の
駅
に
よ
る
地
域
振
興

　
　
　

の
た
め
に
、
観
光
農
園
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
す
が
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

観
光
農
園
を
始
め
る
の
は

　
　
　

良
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま

す
。
具
体
的
な
お
話
が
あ
れ
ば
、
ど

う
い
っ
た
支
援
が
で
き
る
の
か
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■復興はまだ終わっていない！

菅野　喜明 議員

道
の
駅
の
活
性
化
に

　
　
　
　
　
　

観
光
農
園
を
！

除
染
や
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
？

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と

今
後
の
具
体
的
な
取
組
み
は
？
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みなさんからの請願・陳情

受理番号 請　願　件　名 請　願　者 採決の結果

第６号 保原町上保原字流町地内、市道側溝の改修に
関する請願書

代表者　流町町内会長
圓山　伝一
外15名

採　　　択
（産業建設常任委員会）

第７号
「拙速なＴＰＰの国会承認に反対し、徹底審
議と情報公開を求める意見書」の提出を求め
る請願書

社会民主党伊達総支部
代表　清野　辰夫

採　　　択
（産業建設常任委員会）

第８号 「原子力発電所の運転停止を求める意見書」
の提出を求める請願書

社会民主党伊達総支部
代表　清野　辰夫

趣 旨 採 択
（総務生活常任委員会）

受理番号 陳　情　件　名 陳　情　者 採決の結果

第４号
国からの「被災児童生徒就学支援等事業交付
金」による十分な就学支援を要請する意見書
の提出を求める陳情書

福島県教職員組合
中央執行委員長　角田　政志
外１名

採　　　択
（文教福祉常任委員会）

第５号
避難者支援に係る補助金不正受給等が報道さ
れている団体、一般社団法人ＦＬＩＰに対す
る公金支出の即時停止を求める陳情

新潟県新潟市
 鈴木　公成

継 続 審 査
（総務生活常任委員会）

　

福
島
市
・
米
沢
市
・
相
馬
市
・
伊
達

市
で
構
成
さ
れ
る
議
会
連
絡
協
議
会

は
、
去
る
７
月
26
日
に
東
北
中
央
自
動

車
道（
相
馬
～
伊
達
～
福
島
～
米
沢
間
）

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

福
島
河
川
国
道
事
務
所
、
磐
城
国
道
事

務
所
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
内
容

①
「
福
島
～
米
沢
～
米
沢
北
間
」
の
早

期
開
通
を
図
る
こ
と

②
復
興
支
援
道
路
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

「
相
馬
～
福
島
間
」
に
つ
い
て
は
、「
相

馬
西
道
路
・
阿
武
隈
東
道
路
・
阿
武
隈

東
～
阿
武
隈
間
・
霊
山
道
路
」
の
開
通

目
標
に
向
け
て
一
層
の
整
備
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
平
成
25
年
度
に
事
業
化

さ
れ
た
「
霊
山
～
福
島
間
」
を
含
め
た

全
線
の
早
期
開
通
に
向
け
整
備
促
進
を

図
る
こ
と
。

③
地
域
の
暮
ら
し
を
守
り
活
性
化
を
図

る
道
路
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

福島河川国道事務所長に要望内容の補足説明を
している安藤喜昭議長

６月定例会で受理したのは、請願３件、陳情２件の合計５件でした。
所管の委員会に付託して審査し、委員長が本会議に審査結果を報告、採決の結果、次のとおり決まりました。

議会報告会を開催
　

伊
達
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
議
会
と
市
民
の

双
方
向
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て

毎
年
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
前
期
と
後
期

の
２
回
に
分
け
て
市
内
22
カ
所
で

開
催
す
る
こ
と
と
し
、
前
期
は
７

月
21
日
、
22
日
に
10
カ
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

号
議
会
だ
よ
り
「
議
会
報
告
会
特

集
」
に
掲
載
し
ま
す
。

７月22日　霊山町小国地区
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　請願とは、憲法等に保障された「請願権」の趣旨に
従い、公の機関に対して要望や意見を述べることで、
議員の紹介により提出することができます。
　陳情とは、実情を訴え、適切な措置を要望するもの
で、議員の紹介なしで提出することができます。

　議会に提出された請願は、内容により所管する常任
委員会で審査され、本会議において採択・不採択を決
定します。
　審査結果は、提出者（複数の場合は代表者）あてに
通知します。

　請願書は、邦文により、文書で市議会議長あてに提
出してください。記載していただく事項は次のとおり
です。
１．提出年月日 
２．請願書の住所 
３．請願者の団体名（※個人の場合は必要はありません）
４．請願者の職・氏名（※押印が必要です） 
５．連絡先（※日中連絡が取れる電話番号と担当者名） 
６．紹介議員の署名または記入押印（※請願書の場合のみ）
７．件名
８．請願の趣旨
※土木事業関係などの請願（陳情）の際は、略図を添
付してください。

（注意）請願は原則として３、６、９、12月の年４
回開催される市議会定例会で審査されますが、受付に
は締切がありますので、詳しくは議会事務局（電話
024-575-1217）にお問い合わせください。
　受付締切後に提出された請願は、次回の定例会で審
査されます。
　なお、受付は、平日の執務時間中に伊達市役所３階
の議会事務局で常時行っています。

　陳情の取り扱いは原則として請願に準じますが、審
査を行うかは議会運営委員会で決定します。
　陳情書の書き方および提出方法は、請願書と同様で
す。

請願の取り扱い

請願・陳情について

請願書の出し方

陳情の取り扱い

議
決
結
果

賛
成
・
反
対

無会派 共産 チーム志民 創志会 志政クラブ 「きょうめい」 フォーラム伊達 　
　
　
　

等

　
　
　
　

案

　
　
　
　

議

名
名　
　
　

派
員　
　
　

会
議　
　
　

半
澤　
　

隆

中
村　

正
明

丹
治
千
代
子

佐
藤　

清
壽

近
藤　

眞
一

菅
野
與
志
昭

佐
藤　
　

実

菊
地　

邦
夫

佐
々
木　

彰

大
和
田
俊
一
郎

橘　
　

典
雄

大
橋　

良
一

松
本　

善
平

原
田　

建
夫

清
野　

公
治

熊
田　

昭
次

小
野　

誠
滋

八
巻　

善
一

高
橋　

一
由

菅
野　

喜
明

滝
澤　

福
吉

吉
田　

一
政

大
條　

一
郎

趣
旨
採
択

賛
成
17
：
反
対
６

〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇

賛
成
○　
　

反
対
●

「
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書 請

願
第
８
号

６
月
定
例
会
賛
否
一
覧
表

※
こ
れ
以
外
の
案
件
等
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
議
長
（
安
藤
喜
昭
）
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い 

※
会
派
名
の
省
略　

共
産⇒

日
本
共
産
党
伊
達
市
議
団

○次の定例会は、９月１日（木）午前10時に召集される予定です。
○傍聴の際は、傍聴人受付簿にご自身の住所・氏名をご記入いただきます。
※なお、詳しい審議日程は、議会運営委員会で決まります。　【議会事務局 024-575-1217】

議会を傍聴してみませんか



11　 2016年8月10日発行　伊達市議会だよりvol.43

※1　無会派　中村正明議員は、政務活動費の交付申請を行っていないため、掲載されておりません。
※2　フォーラム伊達　佐藤直毅議員は平成27年9月１日付けで脱会。
※3　無会派　大條一郎議員は平成27年9月3日付けでフォーラム伊達に加入。

（単位：円）

　本市では、議員の調査研究その他の活動に必要な経
費の一部として、議員一人当たり月額３万円の政務活
動費を所属の会派（会派に所属しない場合は議員）に
交付しています。
　その収支については、毎年度議長に報告し、残額が
ある場合は、市に返還しています。

　平成27年度の会派別の収支状況は次のとおりです
が、収支報告書の内容については市議会ホームページ
にも掲載しています。
　また、９月以降、収支報告書の写しは議会図書室で
閲覧できますので、議会事務局までお問い合わせ下さ
い。

研 修 費 研修会・講演会の開催に要する会場費、講師謝金等の経費又は研修会・講演会の参加に要する会費、旅費等の経費

調 査 研 究 費 先進地調査又は現地調査に要する旅費、調査委託に要する経費
要 請 ・ 陳
情 活 動 費 要請・陳情を行うために要する旅費、印刷製本費等

会 議 費 会派等が行う会議の開催に要する会場費、他の団体が開催する意見交換会等会議の参加に要する会費、旅費等の経費

資 料 作 成 費 会派等が行う活動に必要な資料の作成に要する印刷費、写真代、消耗品等の経費

資 料 購 入 費 会派等が行う活動に必要な新聞、図書、雑誌等の購入費

広 報 費 調査研究活動・議会活動及び市の施策等の広報活動に要する印刷費、会場費等の経費

広 聴 費 市民からの市政に対する要望・意見を聴取するための会議開催に要する会場費、資料印刷費等の経費

事 務 諸 費 パソコン等の事務機器リース・購入、事務消耗品等の購入、通信等に要する事務経費

そ の 他 経 費 上記以外で会派等が行う活動に必要な経費

【
政
務
活
動
費
使
途
基
準
】

平成27年度 政務活動費精算一覧表
会　派　名 フォーラム伊達 「きょうめい」 日本共産党

伊達市議団 志政クラブ 創 志 会 チーム志民 無 会 派 無 会 派 無 会 派 無 会 派

合　計
会 派 構 成

滝澤福吉
吉田一政

（佐藤直毅）
大條一郎

八巻善一
高橋一由
菅野喜明

佐藤清壽
近藤眞一

清野公治
大橋良一
松本善平
原田建夫
熊田昭次
小野誠滋

佐々木彰
大和田俊一郎
橘　典雄

佐藤　実
菅野與志昭
菊地邦夫

丹治千代子 （大條一郎） 半澤　隆 安藤喜昭

収
入
内
訳

交 付 額 1,050,000 1,080,000 720,000 2,160,000 1,080,000 1,080,000 360,000 180,000 360,000 360,000 8,430,000

利 子 91 62 34 209 71 78 47 23 21 43 679

会派の収入合計 1,050,091 1,080,062 720,034 2,160,209 1,080,071 1,080,078 360,047 180,023 360,021 360,043 8,430,679

支　
　

出　
　

内　
　

訳

研 修 費 243,728 443,320 128,160 91,140 122,032 381,232 0 0 123,032 0 1,532,644

調査研究費 10,770 48,842 7,180 749,491 266,306 175,656 0 0 103,680 0 1,361,925

要 請 ・ 陳
情 活 動 費 0 0 0 17,580 0 0 0 0 0 0 17,580

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 6,372 5,940 6,588 6,480 6,264 6,372 0 0 0 0 38,016

資料購入費 26,642 225,455 0 47,870 35,467 4,900 0 0 12,048 0 352,382

広 報 費 0 0 392,688 0 0 0 0 0 0 0 392,688

広 聴 費 0 0 0 0 29,965 29,965 0 0 0 0 59,930

事 務 諸 費 0 127,187 13,824 119,232 0 0 0 0 0 0 260,243

その他の経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会派等の支出合計 287,512 850,744 548,440 1,031,793 460,034 598,125 0 0 238,760 0 4,015,408

収支差引額
(市への返還額) 762,579 229,318 171,594 1,128,416 620,037 481,953 360,047 180,023 121,261 360,043 4,415,271
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発
行
　
議
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広
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委
員
会

〒
960-0692　福

島
県
伊
達
市
保
原
町
字
舟
橋
180番

地（
伊
達
市
役
所
本
庁
舎
）
　☎
024-575-1217　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.city.date.fukushim

a.jp/　
　
　 印
刷・製

本
／
阿
喜
印
刷
所

　

保
原
高
校
美
術
部
の
生
徒

の
方
に
制
作
い
た
だ
い
た
、

題
字
の
デ
ザ
イ
ン
「
ほ
っ
と

だ
て
」
に
変
え
、
２
回
目
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
あ
と

４
作
あ
り
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
、
聖
光
学
院
が
10
年
連

続
で
出
場
す
る
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
な
ど
感
動
を

生
む
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

伊
達
市
内
で
も
10
周
年
を

冠
し
た
行
事
が
準
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
夏
の
暑
さ
に
耐
え

て
体
を
鍛
え
る
、
勉
強
に
励

む
と
い
っ
た
夏
の
取
り
組
み

が
一
年
間
の
な
か
で
最
も
効

果
の
あ
る
時
期
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
が
力
を
出
し

合
い
、
10
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

を
機
に
多
く
の
人
々
が
訪

れ
、
伊
達
市
の
成
長
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

菅
野　

喜
明

　

副
委
員
長　

近
藤　

眞
一

　

委　
　

員　

中
村　

正
明

　

委　
　

員　

大
條　

一
郎

　

委　
　

員　

佐
藤　
　

実

　

委　
　

員　

佐
々
木　

彰

　

私
を
含
め
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
。
農
業
の
若
手
後
継

者
不
足
で
、
近
年
休
耕
地
が
目

立
っ
て
き
た
。
私
が
伊
達
市
に
移

住
し
た
四
十
年
前
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
光
景
だ
。

　

商
店
街
も
同
様
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
し
ま
っ
た
ま
ま
の
廃
業
し
た
店

が
多
く
見
ら
れ
、
活
気
が
全
く
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
若
い
人
の

働
き
場
は
、
介
護
施
設
と
言
い
た

い
位
で
、
と
て
も
残
念
。

　

本
来
伊
達
市
は
「
歴
史
・
文
化
・

伝
統
・
自
然
」
に
恵
ま
れ
た
地
域

だ
と
思
う
。
た
だ
職
場
が
非
常
に

少
な
く
、
学
校
を
卒
業
し
て
も
働

く
機
会
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
少
し
前
ま
で
、
会
社
に
勤
め

な
が
ら
農
業
を
し
て
い
た
若
い
人

が
多
く
い
た
。
若
い
人
の
働
く
場

所
、
雇
用
拡
大
を
一
刻
も
早
く
立

ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

幸
い
市
内
に
は
光
回
線
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
情
報
系
企

業
の
誘
致
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
開
発
に
若
い
人
の
雇
用
を
見

い
だ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

長
野
県
上
田
市
に
は
中
山
間
地

に
コ
テ
ー
ジ
風
の
社
屋
で
、
ゲ
ー

ム
・
医
療
・
農
業
な
ど
の
ソ
フ
ト

を
少
人
数
で
開
発
し
て
い
る
企
業

団
地
が
あ
る
。
現
在
の
伊
達
市
と

の
大
き
な
違
い
は
近
隣
に
長
野
大

学
、
女
子
短
大
、
工
学
系
短
大
が

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

伊
達
市
は
開
発
拠
点
つ
く
ば
市
・

仙
台
市
と
の
間
に
あ
り
、
高
速
道

路
で
結
ば
れ
る
。
技
術
系
企
業
と

技
術
系
短
大
等
を
セ
ッ
ト
で
誘
致

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
商
店
街
が
衰
退
し
た
こ

と
や
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
か
ら
、
食

材
の
宅
配
や
移
動
販
売
車
を
利
用

し
て
い
る
過
疎
化
現
象
も
現
実
問

題
と
な
っ
て
き
た
。
若
い
人
た
ち

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば
、
老
若
男

女
が
レ
ジ
ャ
ー
や
ウ
イ
ン
ド
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
楽
し
め
る
機
会

が
増
え
、
雇
用
の
拡
大
に
も
繋
が

る
と
思
う
。
若
者
が
安
心
し
て
働

き
、
高
齢
者
と
共
栄
で
き
る
そ
ん

な
伊
達
市
を
期
待
す
る
。

 

若
者
に
雇
用
の
機
会
を

     　
　
　
　

  　
　
　

 

伊
達
市
霊
山
町　

森
久
保　
　
　

操

 

議
員
７
人
が
表
彰
を
受
賞

　
　
　
　
　
　

     

全
国
市
議
会
議
長
会

　

５
月
31
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
92
回
全
国

市
議
会
議
長
会
総
会
に
お
い
て
表
彰
が
行
わ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展

に
寄
与
し
た
功
労
に
よ
り
本
市
で
は
議
員
７
人
が
表
彰
さ
れ
、
６
月

定
例
会
初
日
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
在
職
15
年
以
上

滝
澤　

福
吉 

議
員

（
保
原
町
議
９
年
10
カ
月
、

伊
達
市
議
10
年
４
カ
月
）

松
本　

善
平 

議
員

（
梁
川
町
議
９
年
10
カ
月
、

伊
達
市
議
10
年
４
カ
月
）

八
巻　

善
一 

議
員

（
梁
川
町
議
９
年
10
カ
月
、

伊
達
市
議
10
年
４
カ
月
）

清
野　

公
治 

議
員

（
保
原
町
議
９
年
10
カ
月
、

伊
達
市
議
10
年
４
カ
月
）

※
町
議
の
期
間
は
１
／
２

の
期
間
で
加
算
さ
れ
ま
す
。

議
員
在
職
10
年
以
上

大
橋　

良
一 

議
員
（
伊
達
市
議
10
年
）

小
野　

誠
滋 

議
員
（
伊
達
市
議
10
年
）

佐
々
木　

彰 

議
員
（
伊
達
市
議
10
年
）


